













































































































































































































































































































































































































































































































































仙遊la 香川県善通寺市仙遊町 ? 石棺 A ○ ×　× A○×○○× A1b 〃 〃 〃 A ○ △× D×　×　×　× × A
1c 〃 〃 ? A ○ ×　× ．C ×　×　×　× ? D
ld ? ? 〃 A ○ ×　× A×××○× ?
le ? 〃 〃 D ? ×　× A×　×　×　× × ×
1f 〃 〃 〃 D ? ×　× A×　×　× ×　× B
2 〃 〃 〃 A ○ ×　× A×　×　×　× × ×
3 〃 〃 ? A ? ×　× A×　×　×　× × ×
一　　倉 岡山県総社市新本
?
鉢 A ○ ○× B×××？ ?A
鹿田　a 岡山市鹿田町 井戸 高杯 A ?△△ B×　×　×△× A
b ? ? ? A ? ×　× B×　×　×　× × C
津　　寺 岡山市津寺
?
土偶 A ○ ×　× A××○○× A
朝日　1 愛知県西春日井郡清洲町 包含層 ? （B2） ? ×？ B××？？
?A






3 〃 ? 〃 D ? ×　× × ×　×　×　× ○ ×
廻間　a 〃 ? 〃 （B1）? ×○ C△？？？
?B
b ? ? ? D × ×　× A×　×　×　× × A
C 〃 ? ? D × ×　× A×　×　×　× × A
亀塚　1 安城市東町 ? ? Bl○ ×　× A○○○○ ○ A
2 ? ? 高杯 D × ×　× × ×　×　×　X ○ ×?
安城市村高町 ?
? ? ?
×　？ B ？　？　？　？■．・． ?D
根　　崎 安城市上条町 ? 土玉 B2?×△ A○○○× ○ A
上　　条 〃 ? ? B3? ×　× × ×　×　×　× ?A
釈迦山 安城市古井町 ? 〃 （B2） ? ？　？・・ ? ？　？　？　？．■■・ ?A
栗原　a 静岡県静岡市栗原 ? 〃 B2○ ×　× × ○×○○ ○ A
b 〃 〃 〃 B2? ×　× × ××○○ ○ A
羽ケ田 東京都秋川市大字草花 ? 〃 B3? ×　× × ×××○ ○ A
大崎台a 千葉県佐倉市六崎 住居跡
? C ? ×　× A×　×　×　× ?A
b 〃 〃 ? C ××× A×　×　×　× ○ ?
曲松　a 茨城県つくば市大字洞下 ? 壼 C ××　× B×　×　×　× ○ B
b 〃 ? ? D ××× × ×　×　×　× ? ×














































































































































































































































































































































































































































































　　　　　　　　　　　　かみをお　　　み　　　もどう　　　　　　ひととなりいさ　　こは　　　　　　　　す　　 　 　 　　　　　 　 　　えみし　 をのこめのこならび　　の國の人，男女並に椎結け身を文けて，爲人勇み桿し。是を縫べて蝦夷と日ふ。
　　またく　に　　ご　　　　　ひろ　　亦土地沃壌えて鍍し。撃ちて取りつべし」とまうす。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いまし　　なかつみこ　　　　　　　さか　　　　　　　　　　　はか　あつみのむらじはまこ 　　 　　　みことのり　 　のたま（24）「阿曇連濱子を召して，詔して曰はく，「汝，仲皇子と共に逆ふることを謀りて，
　　く　に　　かたぶ　　　　　　　　　　　　　しぬる　あた　　　　　　　　　　　　　　　　　　めぐみ　　　　　　　　　　　　　ころすつみ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆる　　國蕊蕊聴ξす。罪死に當互㍑寄灘妄大きなる恩を垂れちま蕊て，あ甕奮免£
　　て　墨　に科す」とのたまひて，即日に鯨む。此に因りて，時人，阿曇目と日
　　ふ。」
　　　すめらみこと　あシまちのしま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かふち　　　うまかひぺら　　おぽみともにつか（25）おほ嘉く害3炎路嶋に狩したまふ。是の具ξ誌ず禦尊の飼部等従爵へ窯云ぎ2かる
　　　轡　に執けり。是より先に，飼部の　鯨，皆差えず。時に嶋に居します伊装諾神，
　　はふり　　かか　　　のたま　　　　　　ち　　くさ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ　　　　　うらな　　　　うらはひ　　い　　祝に藷払τ『、婆ふ呼の鳥きに堪へず」志の㍍まふち零り嘉るトふ。斐蕊ヨ婆
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　頓に絶えて飼部を鯨く，「飼部等の　鯨　の氣を悪む」といふ。故，是より以後，
　　　　　　や　　せずして止む。」
　　　　とりのうかさ　　とり　　5　だ　　ひと　いぬ　　ため　　く　　　　　　し　　　すめらみこといか　　　　　おもて　　きざ　　　とりかひ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　面を鯨みて鳥養（26）「鳥官の禽菟田の人の狗の爲に噛はれて死ぬ。天皇瞑りて，
　　べ　　部としたまふ。」
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ここ　　　　このかみ　た　ふさき　　　　　そほに　　も（27）r日本書紀』の神代下における海幸山幸神話に，「是に，兄，著積鼻して，赫を以
　　　たなうらぬ　おもて　　 そおとのみことまう　まう　　われみけが　 かく　　て掌に塗り，面に塗りて，其の　弟　に告して日さく，「吾，身を汚すこと此の如
　　　　ひたぶる　　いまし　　わざをきひと　　　　　　　　　　　　それ　　　　いま　　いた　　　　　　　　　かっ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やむことな　　し。永に汝の俳優者たらむ（中略）爾より今に及るまでに，曾て慶絶無し。」とあ
　　って，隼人の祖神の火酢芹命（ホノスセリノミコト）がおこなったわざをぎが神事と
　　して，「紀」編纂の時まで朝廷で継承されていたことを示す。また，延喜式巻第七践
　　示乍大嘗祭の隼人司条には，「今来隼人発吠声三節」と，即位の朝儀や践詐大嘗祭など
　　の朝廷の儀式において，客が式場に参入する際，隼人族が応天門の左右に別れて，犬
　　の吠えるような声をあげる儀礼が行なわれていたことを記す。これらは，隼人族のヤ
　　マト政権に対する服属のしるし，敗者のわざをぎとする見方がつよい〔井上1949，三
　　品　1966〕。
（28）　それは，隼人が相撲と関係している記載がr日本書紀』に散見されること，同じく
　　r日本書紀』に，隼人がイレズミをしている記載があることを根拠にするものである。
　　　　　　　　　　　　　このかみ　た　ふさき　　　　　そほに　　も　たなうら　ぬ　　　おもて　　森は，「紀」の神代下の，「兄，著檀鼻して，緒を以て掌に塗り，面に塗りて」という
　　記載を引いて，隼人のイレズミの習俗と説明するが，緒（ソホニ）＝赤土を顔に塗っ
　　たという記載は必ずしもイレズミを示すものと断定できない。とはいうものの，隼人
　　と相撲の関係は否定できず，井辺八幡山古墳出土のイレズミをした力士の埴輪は隼人
　　との関係において注目せざるをえない。
（29）　B類を代表する線刻はイレズミではなくヒゲであるという見解もあるかもしれな
　　い。そう考えたとしても，その埴輪がコワモテの男を表現したものであるには違いな
　　い。大阪府大園古墳の埴輪（図12－3）はC類であるが，顔の輪郭にそった環状の線
　　刻が連続して目のまわりを包み，まさにわざをぎ人にふさわしい風貌を示す。この線
　　刻がヒゲではなくイレズミであることを示す例である。
（30）弧帯文の祖源的文様は畿内でも認められる〔豊岡　1985a〕が，纏向遺跡の弧文円板
　　〔宇佐ほか1976〕にいたるまでにはきわめて限られた資料しか知られていないのが現
　　状である。弧帯文の系統的変化がたどれるのは吉備地方であることは，近藤義郎・春
　　成秀爾により早くから説かれている〔近藤ほか1967〕。宇垣匡雅〔宇垣1981〕も豊岡
　　卓之も，この考えのうえにたって纒向弧文円板を理解しようとするが，宇佐晋一・斉
　　藤和夫は，弧文円板を弧帯文の源流とみなす。宇垣もいうように，弧文円板は文様の
　　連結性が薄れ，分解した単位文の再編成によって生まれた文様であり，それより古い
　　立坂型とは同列に扱えないし，ましてそれより古くはならない。弧文円板を纏向1式
　　に比定したとしても，纒向1式はすでに述べたように，才の町皿式と並行関係にある
　　のであって，鬼川市皿式と並行するという宇佐らの編年観は疑問視せざるをえない。
　　宇佐らは，弧文円板が吉備地方に強力な影響を与えたという仮説をもとに，大和の優
　　位性を説いた〔宇佐ほか1g86〕が，型式学的にも編年の上からも，それは成立しがた
　　い仮説である。連結性を保持したまま変化を重ねる吉備の弧帯文に対し，その原単位
　　文を借用し，改良を加えることによって，やがては直弧文というきわめて影響力の大
　　きい文様を生み出していった大和の動きこそを重視すぺきだろう。
（31）「紀」に登場するホノスセリノミコト，r太平記』巻第三十九にみえる，安曇の磯良
　　（アドベノイソラ），r魏志』倭人伝に，航海における呪能者として登場する持衰（ジ
　　サイ），これら海人集団にとって海神とされたものがいずれも汚い姿をとっているこ
　　とは注目すべきである〔三品ユ970〕。非イレズミ集団からみれば，イレズミをした顔
　　は汚い顔ととらえられたとしても不思議ではない。
（32）岩崎卓也は，こうした土器の全国的な移動に対して，「大和を中心にくり広げられ
　　た，広域にわたる流通機構の再編成」という解釈をくだした〔岩崎1984〕。本稿との
　　かかわりにおいてもたいへん注目されよう。
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Purport　of“Earthenware　on　Which　Human　Face　is　Carved
　　　　with　Finely　Engraved　Lines　and　the　Distr三bution”
SHITARA　Hiromi
　　Characteristic　human　faces　carved　on　the　earthenwares　and　stone　co缶ns　appear
during　the　transition　period　from　the　Yayoi　period　to　the　Kofun　period　in　Ja・
pan．　On　those　human　faces，　usually　arc　lines　or　a　group　of　lines　are　carved
symmetrically　between　the　nose　from　the　forehead　to　the　cheek．　In　this　paper，
considerations　are　given　collectively　on　32　human　faces　carved　on　21　pieces　that
have　been　unearthed　from　16　sites．
　　There　are　15　cases　for　the　line　carved　faces　drawn　on　earthenwares；Inany
of　them（10　cases）are　carved　on　the　jars．　In　other　cases，　they　are　carved　on
haniwa，1id　of　a　stone　cof五n，　clay丘gurine　and　earth　ball．　The　distribution　is：
6cases　at　4　sites　in　Okayama　Prefecture　and　Kagawa　Prefecture；10　cases　at　7
sites　in　Aichi　Prefecture；1case　at　l　site　in　Shizuoka　Prefecture；4cases　at　4
sites　in　the　Kanto　district，　namely，　T6kyδ，　Gumma　Prefecture，　Chiba　Prefecture
and　Ibaraki　Prefecture．　The　period　goes　back　to　the　mid　of　the　later　Yayoi
period　for　those　unearthed　jn　Kagawa　Prefecture；in　the　early　Kofun　period　for
those　unearthed　in　Kant6　district．　The　period　of　those　unearthed　in　other
areas　is三denti丘ed　to　be　in　the　end　of　the　Yayoi　period　and　the　beginning　of
the　Kofun　period．
　　Vessels　on　which　human　faces　are　carved　are　unearthed　from　the　various
places　such　as　ditches，　welIs，　tombs，　etc．　that　are　the　remains　having　some
kind　of　religious　characteL　Those　that　characterize　these　human　faces　are　the
groups　of　lines　carved　around　their　eyes，　foreheads　and　cheeks．　Sharp　eyes　with．
out　pupil　have　resemblance　to　the　evil　eyes　drawn　on　dotaku．　Line　carved
from　the　forehead　to　the　cheek　is　a　tattoo．　It　seems　that　a　tattoo　was　thought
to　have　a　power　to　drive　away　the　evils．　Therefore，　it　is　thought　that　the
line　carved　faces　were　put　on　the　various　vessels　as　having　a　power　to　repel
the　attacks　from　the　evils，　and　played　an　important　role　in　the　various　religious
ceremonies　including　tombs．
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　　From　the　descriptions　about　tattoos　seen　in　the　Japanese　classical　literatures，
“Kojiki”（the　Legendary　Stoエies　of　Old　Japan）and‘‘Nihon　Sh6ki”（Chronicles
of　Japan），　and　types　of　tattooed　haniwas　and　their　distribution，　it　can　be　assumed
that　those　having　tattoos　on　their　faces　in　the　anciellt　times　are　the　people　who
lived　outside　the　Kinki　district．　Especially，　there　are　quite　a　few　descriptions
abollt　tattoos　in　the丘sher皿en’s　group　such　as　amabe＝丘shermen’s　department．
Line　carved　faces　depi（膓ting　tattoos　have　not　been　earthed　f丈om　the　Kinki　district．
Therefore，　it　can　be　assumed　that　the　distribution　of　the　custom　of　tattooing　in
the　Yayoi　period　remained　unchanged　as　it　was　in　the　ancient　times．　It　can
be　thought　that　the　line　carved　faces　that　show　the　expressions　common　to　each
other　even　in　the　remote　districts　depict　the　existence　of　something　Iike　guardian
gods　in　the　religious　cerernonies　conducted　among　those　people　who　are　presumed
to　be　the丘shermen’s　groups．
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